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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに  
地震動評価・およびリアルタイム地震防災に用いるた

めの基盤から地表までのサイト特性（増幅特性）の設定
では国土数値情報を用いた松岡・翠川の方法 1)が用いら
れることが多い．この方法では，国土数値情報により分
類された微地形を基準とし，これに主要河川からの距離
や標高によって表層 30m の平均 S 波速度を算出し，こ
の平均 S 波速度から最大速度の増幅度に変換するもの
である．しかし，用いられた変換式は特に関東地方を対
象としたものである．著者らはこの点に着目し，北海道
の観測地震動に基づき，北海道のサイト特性設定を試み
ている 2)3)．さらに微地形区分を考慮したサイト特性を

示したが地域区分によっては想定される特性が得られな
い結果を得た．この点について，場所によっては微地形
区分より影響の強い地域特性があるものと仮定して同一
の微地形区分の中で複数の範囲を指定したときの回帰係
数の変動について検討した結果について報告する． 

 
２２２２．．．．微地形区分微地形区分微地形区分微地形区分をををを考考考考慮慮慮慮したしたしたしたサイトサイトサイトサイト特性特性特性特性  
表１に国土数値情報 4)を元として設定した微地形区分

（13 区分）を示す．図 1 に対応して作成される微地形
区分図を示す．図 2に北海道観測記録に基づき微地形区
分を考慮したサイト特性を示す．比較対象として，既往
研究である松岡・翠川の方法で提示された係数によるサ
イト特性，久保・外の方法 5)によるサイト特性が挙げら
れる．また，北海道観測記録 2)6)7)のみから設定したサイ

ト特性が対象として挙げられる．これらのサイト特性と
筆者らが設定した北海道の観測記録と微地形区分を考慮

して設定したサイト特性を比べると，ほとんどは同様の
起伏が見られる傾向である事を確かめている．しかし傾
向が異なる部分もあり，十勝川周辺と考えられる（北緯
42.7度，東経 143.5度）付近および（北緯 42.8度，東経
141.6 度）付近の傾向が異なっている．このような傾向
が生じる原因として北海道全域の微地形区分に対して回
帰係数を設定する操作では，局所的な特徴が見えなくな
る問題が考えられる．以上の考えから，特徴的なエリア
を選定する事による回帰係数の変化を確認し，結果とし
て得られるサイト特性設定を試みる．  

 
表 1 国土数値情報から微地形区分への分類 

地形分類  表層地質 
微地形区分 

主分類  副分類 時代 

①埋立地   6   

②造成地       

③三角州・後背湿地（D≦0.5） 20,21     

④三角州・後背湿地（D＞0.5） 20,21     

⑤自然堤防  22     

⑥谷床   7   

⑦砂州 23 8   

⑧扇状地 12,19     

⑨ローム台地 14,31-33     

⑩砂礫台地  10,16,17,237-39     

⑪丘陵 00,09-11     

⑫その他  01-08,15,18,24,25     

⑬先第三紀      1-4,7-9  

区分 1 

区分2 

区分 3 

区分 4 

区分 5 

区分6 

区分 7 

区分 8 

区分9  

区分1 0 

区分11 

区分12 

区分13 

※区分1 は３次メッシュで１ポイントのみ 
※区分2 は北海道にはない。  

  

図 1 北海道の微地形区分図（13区分） 図 2 サイト特性（十勝沖地震の観測記録による）
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区分１３（先第三紀） 

 

図 3 微地形区分に対する検討エリア設定 

 
３３３３．．．．エリアエリアエリアエリア選定選定選定選定によるによるによるによる回帰係数検討回帰係数検討回帰係数検討回帰係数検討  
微地形区分毎に該当地域を示し検討対象とするエリア

を選定して図 3に示す．区分毎の各エリアで，主要河川
からの距離 Dや標高 Hと平均 S波速度 AVSとの関係およ

び各エリアに対する回帰直線の再計算結果を図 4に示す．
なお，区分１，区分２，区分７，区分 13 においては該
当地域が小さいため，エリア選定による検討から除外し
た． 

区分３については，分布状況から見て増幅，減少傾向
は判然としない．また，エリア選定による変動も見られ
ない．比較的ばらつきの少ない範囲はエリア４である． 
区分４については，分布状況を見て明らかな減衰挙動

とは捉えがたい．エリア４が最もばらつきが小さい係数
設定が見込める．  
区分５については，エリア３とそれ以外で傾向が異な

る．エリア２の分布ではばらつきの小さい係数設定が見 
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区分 3（三角州・後背湿地 D≦0.5） 区分 4（三角州・後背湿地 D>0.5） 区分 5（自然堤防） 
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区分 6（谷床）   区分 8（扇状地）   区分 9（ローム台地） 
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区分 11（丘陵）   区分 12（その他） 

 
図 4 微地形区分に対応する回帰係数の設定  

 
込めるが，全体的にばらつきの大きい分布であるため，
エリア選定を行う事による特定が難しい．  
区分６については，エリア１は分布範囲から見て特定

の範囲にまとまる傾向を示し，標高が高くなると平均 S
波速度が小さくなる傾向となる．そのため，エリア１を
谷床区分の回帰係数として使用する事で区分として集中
した地域に対して対応のよい分布を設定する事ができる

と考えられる．  
区分８については，エリアを特定しない全域の回帰係

数が最も傾きの小さい係数となる．選定したエリアはい
ずれもまとまった分布を示している．少なくともエリア
として選定していない散布データは傾向をもたないばら

つきとして見えるため，これを除外した係数設定を行う
事で線形な傾向を持つエリアに対して有効な設定とでき
るものと考えられる．ここでは，2003 年十勝沖地震の
観測記録によるサイト特性と見比べて増幅度の高い数値

を示すエリア３を全体に反映させる方針とする．  
区分９については，エリア１は明らかに分布傾向が異

なり，ばらつきも大きい．エリア２からエリア５におい
てはそれぞれ係数設定の傾向を持つ分布を示す形状を示
している．ただし，結果的に全体範囲で設定した係数が
エリア２からエリア５に設定される係数のほぼ平均に位
置する係数となっているため，エリアを特定する必要は

ないものと考えられる．  
区分 11 については，エリアの選定により大きな変化

はないため，エリアを特定する必要はないものと考えら
れる．  
区分 12 については，エリアの選定により回帰係数の

傾きは変動するが，回帰係数設定の分布はばらつきが大
きく，エリア選定により大きなまとまりに分かれる挙動
は見られない．また，区分としてはその他の分類である
ため，明らかに特徴的な傾向が見られない以上全体の平
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均的な値とする事で問題ないものと考えられる．  
以上の結果から，各区分に対する評価を表 2にまとめ

る．検討結果を反映させて修正した経験的関係式の係数
一覧を表 3，サイト特性を図 5に示す．サイト特性は以
下の条件によるものとした．  
･平均 S波速度の算定は表層から 30mとする．  
･微地形区分に対応して主要河川からの距離，標高を入
力パラメータとして平均 S 波速度（表層から 30m ま
で）を求め，平均 S 波速度から増幅度への経験的関係
を用いて増幅度を算出した．  
回帰係数の設定状況を確認してエリア選定によりサイ

ト特性を設定する事により扇状地の区分であるエリアの
増幅度が増加し，既往の研究から見られる明瞭な起伏を
示す特性に修正された．  

 
４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ  
微地形区分を考慮したサイト特性設定において想定さ

れる傾向とならない箇所が生じた点について補正方法の
検討を行った．本報では地域特性があるものと仮定して
同一の微地形区分の中で複数の範囲を指定したときの回

帰係数が傾向を持って変化するか確かめたところ，対象
範囲を限定する事で観測記録による地盤増幅度に近い値
が得られる事を確かめた．  
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表 2 散布図確認によるコメント 

微地形区分 散布図確認によるコメント 

1 点数が少ないため，考慮外 

2 北海道には分類がないため，考慮外 

3 
エリア選定の必要ない（選定するほどまとまるエ
リアがない） 

4 
エリア選定の必要ない（選定するほどまとまるエ
リアがない） 

5 
エリア選定の必要ない（選定するほどまとまるエ
リアがない） 

6 エリア１を選定する事で改善される可能性あり 

7 選定するほどまとまるエリアがない． 

8 エリア３を選定する事で改善される可能性あり 

9 
エリア選定の必要ない（結果的におおよその傾向
に近い係数が設定されている．） 

10 特徴的な選定エリアがない． 

11 
エリア選定の必要ない（選定による大きな変化は
ない） 

12 
エリア選定の必要ない（選定するほどまとまるエ
リアがない） 

13 比較するような複数の選定エリアがない． 

 
表 3 微地形区分に対する係数一覧 

 
微地形区分 係数 a 係数 b 係数ｃ  標準偏差σ 

①埋立地 2.60

②造成地 (2.26)

③三角州・後背湿地（ D≦0.5） 2.36 0.12

④三角州・後背湿地（ D＞0.5） 2.34 0.12

⑤自然堤防 2.34 0.07 0.21

⑥谷床 2.60→2.68 -0. 04→-0.08 0.09→0.04

⑦砂州 2.23 0.14 0.02

⑧扇状地 2.21→2.01 0.18→0.25 0.14→0.06

⑨ローム台地 2.04 0.21 0.10

⑩砂礫台地 2.35 0.12 0.13

⑪丘陵 2.50 0.14

⑫その他 2.39 0.10 0.12

⑬先第三紀 2.84 0.13  

図 5 サイト特性（十勝沖地震の観測記録による，区分
8（扇状地）を十勝川付近に限定して設定，区分６を根
室半島付近に限定して設定）  
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